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ABSTRACT 

In the last decade, markets of so-called'gibier or'wild game'have been increasingly 

developed in Japan. For the basic hygienic control of natural products and their safe 

supply, municipalities and Ministry of Health, Labour and Welfare of Japan have 

prepared own guidelines and manual for safe pi:ocessing of wild animal products. 

Possible pathogens and risk of infectious diseases in consumers of natural animal 

products, however, have not been surveyed yet at present. In the present review, main 

focuses are on toxoplasmosis, sarcocystosis, gnathostomiasis, toxocariasis, trichinellosis, 

paragonimiasis, fasciolosis, dicrocoeliasis, sparganosis mansoni, and scabies. To prevent 

the disease acquisition, controlled processing and preservation as well as well-done 

cooking with adequate heating/boiling must be substantiated as in cooking of domestic 

animal products. 

Key words : zoonosis, parasitic disease, food poisoning, gibier, wild game, Japan. 

要 旨

近年，野生鳥獣肉がジビエとして広く流通し利活用が進められてきている．地方自治体ならびに厚生労

働省の下で衛生管理のあり方が議論され，ガイドラインやマニュアルが作成されて安心• 安全な食とし

ての流通態勢が整いつつある．野生鳥獣は自然からの恵みであるが故に感染症に関わる実態がよく分かっ

ておらず，突発的な食中毒問題が消費段階で起こり得ることが懸念される．ここでは寄生虫症に焦点を当

てて，いくつかの起こり得る間題を概説してみたい．取り上げる話題はトキソプラズマ症，住肉胞子虫症，

顎口虫症，トキソカラ症，旋毛虫症，肺吸虫症，肝蛭症，槍形吸虫症，マンソン孤虫症，椅癬である．こ

れら寄生虫症予防は家畜肉の消費と基本的に同様で，野生鳥獣肉の保存と取り扱いに注意を払い，加熱食

品の喫食を心懸けることに尽きる．

キーワード：人獣共通感染症，寄生虫症，食中毒，ジビエ，日本．
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はじめに

狩猟されたイノシシやシカなどの野生鳥獣肉の一般消費拡大の気運が盛り上がっている．これまで「ぼ

たん」や「もみじ」と呼ばれて時折口にする機会もあったが，フランスの貴族料理をイメージさせる「ジ

ビエ」と呼ばれて新たな流通経路の開拓と消費者へのイメージ戦略を通しての販売拡大が図られている．

1つには，狩猟対象動物が同時に有害鳥獣として，その増加した個体数管理のために積極的な駆除が行わ

れているなかで，自然資源の有効利用が考えられたことも契機であろう．伝統的な流通経路に加えて新規

の流通が急速に増えてきたことで，平成18年以降，北海道や島根県をはじめとした道府県単位で野生鳥

獣肉の衛生管理に関する指針が策定されてきたが8), 平成26年5月30日公布の「鳥獣の保護及び狩猟の適

正化に関する法律の一部を改正する法律」に対する参議院環境委員会附帯決議において，「捕獲された鳥

獣を可能な限り食肉等として活用するため，国において最新の知見に基づくガイドラインを作成すると

ともに，各都道府県におけるマニュアル等の作成を支援するなど衛生管理の徹底等による安全性の確保

に努めること」とされたことで，「野生鳥獣肉の衛生管理に関する指針（ガイドライン）」（食安発1114号第 1

号，平成26年11月14日）が厚生労働省医薬品食品局食品安全部長名で自治体に通知された21). 家畜肉や家

禽肉では，解体時に適用となる「と畜場法」あるいは「食鳥検査法（食烏処理の事業の規制及び食鳥検査に

関する法律）」，また加工・販売時に適用となる「食品衛生法」によって食肉の衛生管理が行われてきたと

ころを，野生鳥獣肉については解体から加工・販売に至るすべての段階を「食品衛生法」の下で食品とし

ての衛生管理を図ることになった．狩猟地から解体作業地までの運搬，剥皮や内臓摘出など解体作業や加

工，流通に関わる衛生管理加えて安全に喫食するための十分な加熱の徹底を事業者として食品衛生管理

の徹底を図ることを求めている．

過去に発生した問題すなわち野生鳥獣肉の喫食を原因としたE型肝炎ウイルス9,17, 32, 36, 51, 59), 腸管出血

性大腸菌12,38), サルモネラ46,52)などによる集団人獣共通感染症事例や，昨今散発する家畜肉喫食に原因す

る集団食中毒事例を念頭に，感染リスクを減らすためのエ夫が盛り込まれている．同様に， 1974年に青森

県で発生したクマ肉喫食による旋毛虫症集団発症事例に代表されるように，野生鳥獣肉に原因する寄生

虫症の発生も散発していることから 18,31, 34, 54, 58, 63, 64), こちらにも十分な注意が払われねばならない．本稿

では野生烏獣肉の喫食やその前処理時に発生が懸念される寄生虫症として，トキソプラズマ症，住肉胞子

虫症，顎口虫症， トキソカラ症，旋毛虫症，肺吸虫症，肝蛭症，槍形吸虫症，マンソン孤虫症，桁癬を取

り上げ，その生物としての概要と現在の国内での分布状況や患者発生可能性について簡単な解説をした．

いずれの寄生虫症も，生肉の適切な取り扱いと食肉の十分な加熱により，その発生は防げることを前もっ

て断っておきたい．

I. 原虫症

単細胞性の寄生虫を原虫(protozoon)と呼んで，

多細胞性の寄生虫である蟷虫(helminth)や節足動

物(arthropod)と区別している．野生烏獣の消化管

には多数の原虫類の寄生があるが，これらが食肉

を汚染することによる人獣共通寄生虫症はこれ

までのところ知られていない．食肉となる筋肉に

寄生するトキソプラズマと住肉胞子虫をここで

は取り上げる．

1 - 1 . トキソプラズマ症

ネコの小腸上皮に寄生するトキソプラズマ

(Toxoplasma gondii)は，その上皮内でシゾゴニー

（無性増殖）とガメトゴニー（有性増殖）を行い，そ

の羮便中に受精したオーシストを排出する．排出

直後には単細胞性であるが，外界環境中で感染性

をもつオーシストヘと成育するスポロゴニーが

起こる．完成したオーシストには，次の宿主への

感染を担う 4つのスポロゾイトが入ったスポロ

シストが2つ形成されて，ネコをはじめ，ヒトを

含めたさまざまな動物へ感染することができる．

ネコを除く動物に感染したトキソプラズマは，そ

の体内組織でタキゾイト（急増虫体）として虫体

数を増やし，宿主動物が特異免疫を発達させると

ブラディゾイト（緩増虫体）として被嚢して，免

疫機構による傷害を免れて生涯感染することに

なる68)_ タキゾイトの感染期には急性感染症とし

て発熱や局所リンパ節の腫脹等がヒトでもみら

れるが，ブラディゾイトの感染期はまったくの潜

伏感染であり，医原性（がん治療や臓器移植に伴

う免疫機能低下や抑制）あるいは病原性(AIDS発
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症等）の免疫機能の低下がない限りは症状がない．

言い換えれば免疫機能が低下しブラディゾイト

がタキゾイ トヘと移行する再活性化が起こると，

脳炎や網脈絡膜炎といった劇的な発症を招いて

顕在化するネコ，ヒトを含めたさまざまな鳥獣

はオーシストだけでなく，動物の組織に局在する

ブラディゾイトを経口的に取り込むことからも

感染することから，生肉や加熱の不十分な食肉の

喫食を通した トキソプラズマ感染は笞戒されな

ければならない．

本来の奥山に棲息する野生鳥獣はネコ糞で汚

染された自然環境とは無縁であるが，人里近くに

出没する野生鳥獣ではその食肉部にトキソプラ

ズマがブラディゾイトとして被嚢している可能

性が高い．ヒ トのトキソプラズマ症としては，上

記の急性期感染を後天性トキソプラズマ症とし. . . . . . . 
て発症する危険性と，妊娠期に初感染が起こった

場合に，胎盤を通した胎児期の感染，すなわち先

天性 トキソプラズマ症の発生可能性を考えるこ

とになる62,68)_ 妊娠までにトキソプラズマに感染

し体内にブラディゾイトをもつ慢性感染期にあ

る妊婦は，胎児への胎盤感染の危険性をもたない

が，最近の国内のヒトでのトキソプラズマ保有率

は過去に比べ大きく減少していることから，母体

の妊娠期における初感染機会，延いては胎児の先

天性感染の リスクは大きく増加していることに

なる．妊娠早期の先天性感染は流産，死産の原因

となり，中期～後期では小頭症や大頭症，脳内石

灰化，視力障害の原因となるまた，出生時に発

症がなくとも安心はできない．思春期に網脈絡膜

炎を起こし視力障害を発症する潜在感染の危険

性がある家畜肉，野生鳥獣肉を問わず生肉の喫

食は本症の感染リスクが高いことを自覚し27,57), 

特に，妊娠までのところで感染経歴のない女性

は，自身だけでなく胎児への感染危険性があるこ

とを考えた喫食行動が必要である．ネコ糞で汚染

された土壌にも感染機会はあるので，土いじりの

際は手袋の着用，手洗いも徹底したい．妊娠時に

感染状態を知る抗体検査は自費診療で行えるの

で，個人レベルでのリスク把握と行動管理には有

用である

実際に国内のイノシシやシカでの感染状況は

どうだろうか前述したように，ネコ糞（オーシ

スト）によって汚染された自然環境に出没する機

会との因果関係があるので，検査対象がどのよう

な成育環境にあったが決定的な重要性をもつ．野

生動物と私たちの生活圏の共有が起こり，ジビエ

としての利活用が推奨されていることを考える

と，感染リスクは高いと考えた方が無難である

以上のような状況であるから，具体的な感染率は

ほとんど意味をもたないとも言えるが，神戸市近

郊のイノシシでは52.9%(9/17)の抗体陽性率を示

し33),群馬県での血清学的検査では， イノシシの

抗体陽性率は6.3%(11/175), シカの抗体陽性率は

1.9% (2/107)であった四 繰り返しになるが，家畜

肉あるいは野生鳥獣肉を問わず加熱調理はすべ

きである27.57. 62)_ 

1 -2. 住病胞子虫症

平成23年6月17日付食安0617第3号「生食用生

鮮食品による病因物質不明有症事例への対応

について」において，生食用のヒラメのKudoa

septempunctataならびに馬刺しのSarcocystisfayeri 

が原因として考えられる有症事例を食中毒とし

て扱うよう通知が出された 14,19, 41. 53)_住肉胞子虫

Sarcocystis spp. はさまざまな動物の筋肉の筋細胞

内にシスト（隔壁構造が伸びるシス ト壁に囲まれ

て多数のブラディゾイトが充満することから，特

にサルコシストと呼ぶ）を作って寄生し，肉眼的

に容易に見出されるものから光学顕微鏡レベル

での観察によって寄生が見出されるものまで，さ

まざまな種が区別されている(Fig.1). 筋肉にサ

ルコシストをもつ動物が中間宿主であり，その動

物を捕食して，サルコシストが胃内消化で壊れて

放出されたブラディゾイトが腸上皮内に侵入し

てシゾゴニーとガメトゴニーを起こす動物が終

宿主である．後者はイヌやネコをはじめとした肉

食動物であるウマ寄生の住肉胞子虫S.fayeriに

よる食中毒は，原虫がもつアクチン脱重合因子が

下痢原性をもつことによるもので15), 冷凍や加熱

などで死滅したサルコシストが胃液に暴露され

ると本蛋白性因子も不活化・ 分解されるが，そう

Fig.l 水牛の食道筋肉に寄生する Sarcocystisfusiformisのサ
ルコシスト ．このように肉眼でも容易に見つかる住肉
胞子虫もいれば，光学顕微鏡レベルでの検査でないと
見つからない種も多い．シカやイノシシに寄生する種
は，しっかり見れば肉眼でも見つけられなくはないが，
かなり難しいと考える方が無難である．
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でない生存ブラディゾイ トが詰まったサルコシ

ス トの場合には胃液を超えて腸管に到達して下

痢原性を示すようになる叫発症には閾値を超え

る一定数の生存ブラディゾイトが必要であり，上

記の馬刺しの場合には，国内需要の急激な増加を

受けて輸入馬が増え，かつ，その輸入馬に重度の

住肉胞子虫寄生があったことで，広く国内で最近

になって顕在化したと説明される』

これまでに調べられた国内産のウシ，シカ，イ

ノシシに寄生する住肉胞子虫のいずれも， 上記の

下痢原性因子であるアクチン脱重合因子をもっ

ていることから.J.28>,獣肉喫食に伴う発症機会が

あるとすれば，重度の感染肉を生あるいは調理不

十分で提供を受けた場合であるウシでの感染率

は品種により異なり， 32.3%(交雑種）， 53,8%(黒

毛和種），ホルスタイン種 (94.3%)であったが呵

この感染率の違いは動物としての感染感受性の

違いというより，飼育期間を大きく反映している

と推測できるすなわち，終宿主が飼育環境を汚

染すること，すなわちオーシストヘの暴露機会を

反映した数字であろう生の牛肉喫食に伴う住肉

胞子虫を原因とする食中毒事例の発生は報告が

ない．感染度が低く，発症に必要な閾値を超えた

ブラディゾイトが腸まで到達できていないか，あ

るいは，冷凍 • 加熱が十分に行われているか，い

ずれかであろう．イ ノシシ肉やシカ肉にも複数種

の住肉胞子虫の感染が確認され5.23. 26. 28, 42 -44), ま

た，牛肉と同様の高い感染率が確認されている．

肉眼的に確認できない大きさではないが，食肉ブ

ロックとして入手した場合には見逃してしまう

大きさである生肉での喫食は避けることが肝要

である

2. 線虫症

蟷虫のうち，雌雄異体で雄虫と雌虫が区別さ

れ，また，消化管が口から始まり肛門（雄虫では

生殖器系と同一の開口部となることからクロア

力もしくは総排泄口と呼ぶ）まで貫通している

ことは，吸虫類や条虫類と異なっているここで

は，顎口虫症， トキソカラ症，旋毛虫症について

取り上げる．

2 -1. 顎口虫症

国内のイノシシの胃壁には，肉眼でも観察でき

るドロレス顎口虫(Gnathostomadoloresi)が多数寄

生し，寄生部位が瘤となっている ことが多い30)_

1つの瘤には，複数の雄虫と雌虫が頭端部を埋め

ている(Fig.2). イノシシを終宿主とするこの線

Fig.2 イノシシの胃粘膜に寄生するドロレス顎口虫 ．たくさ
んの棘を備えた頭球を粘膜深く に穿孔させることか
ら，寄生部位の粘膜は瘤状に厚く固くなる． 非固有宿
主であるヒトでの寄生は幼虫移行症で， 皮内に線状爬
行疹が見られる．

虫は，ケンミジンコを第 1中間宿主とし，ヤマメ

などの渓流魚を第 2中間宿主としており，また，

第2中間宿主を食べたヘビなどが待機宿主（成虫

には発育できないが，幼虫が生残できる宿主）と

なっている．ヒトでの感染は，第 2中間宿主もし

くは待機宿主の生肉の喫食で引き起こされ，皮膚

に幼虫の移動に伴う好酸球性炎あるいはその名

残である褐色化が線状に連なる発疹病変（線状爬

行疹）が出現する68)_ イノシシの感染も第 2中間

宿主もしくは待機宿主の経口摂取で起こるが，時

に，幼虫の一部が最終寄生部位である胃壁から離

れた筋肉組織内に迷入して生存することがあり，

ヒトでの顎口虫症，すなわち皮膚爬行症の原因

となる可能性がある国内にはイヌ，ネコを終宿

主とする有棘顎口虫（雷魚などが第 2中間宿主），

イタチを終宿主とする日本顎口虫 （ドジョウや他

の淡水魚が第 2中間宿主）も分布し，患者の発生

が報告されている I.3. 11. 37. 48)_ 

2 -2. トキソカラ症，

イヌ回虫 (Toxocaracanis)やネコ回虫 (Toxocara

cati)は，その寄生虫名にもあるようにイヌおよ

びネコをそれぞれの終宿主とする腸管寄生虫で

ある．糞便と共に外界に出た受精卵は25℃程度の

適温適湿で 3------4週間かけて幼虫形成卵となっ

て感染性をもつようになる終宿主に入った幼

虫形成卵は，胃液に曝されて卵殻が割れ，幼虫は

腸壁から血流に乗って肝臓に入り，さらに心臓を

通って肺へと移動すると，肺胞に出て呼吸器系を
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上行して再帳下され（気管型移行と呼ぶ），最終寄

生部位である小腸腔内で成虫へと成長する感

染を繰り返して宿主に獲得免疫が発達してくる

と，肝臓や肺あるいは他の臓器において肉芽応答

で捕捉される結節病変が主となり気管型移行が

できなくなるまた，イヌやネコといった固有宿

主以外の動物，すなわちヒトを含めた非固有宿主

に幼虫形成卵が経D的に取り込まれると，肝臓や

肺あるいは他の全身臓器に結節病変をつくるト

キソカラ症となる2.13. 20. 35, 56, 65, 67)_ ヒトの眼球内に

幼虫が入ることで虫道や炎症による網膜の破壊

が起こり，視力障害が引き起こされるトキソカラ

症はよく知られている 2,47)_ 国内でのトキソカラ

症患者の発生は，実は，生活環境中の幼虫形成卵

の経口的取り込みというより，地飼い鶏の生刺し

との関係が深い65)_一時期，幼稚園や市街地の公

園の砂場がイヌやネコの排便場所となって トキ

ソカラ虫卵に高度に汚染されている事実が判明

し，夜間にはシートで被覆したり，砂の熱処理が

取り組まれたが60),患者の発生実態を考えた場合

には，家畜家禽肉の喫食に際しての適正な加熱の

必要性が認知されることも重要であった．トキソ

プラズマの項でも述べたが，野生鳥獣においてイ

ヌ・ネコによるトキソカラ虫卵汚染環境への暴露

機会は如何ほどであろうか人里近くに出没する

機会のある野生鳥獣は十分に待機宿主となって，

その生肉の喫食は感染リスクをもつ．また，キッ

ネのイヌ回虫寄生，タヌキのタヌキ回虫(Toxocara

tanuki)寄生はよく知られており，これらの幼虫が

野生鳥獣の筋肉に潜りこんでいる可能性もある．

• ... .、
'0.10mm 

Fig.3 旋毛虫の筋肉被嚢幼虫の組織像（実験感染マウス， HE
染色）．写真では，宿主由来のナースセルの中の幼虫 1
隻がいくつかの断面として観察される．本例では ，被
嚢した幼虫周囲に炎症細胞の浸潤はない．

2 -3. 旋毛虫症（トリヒナ症）

旋毛虫はさまざま動物を宿主とし，その小腸

上皮細胞層に成虫が寄生して産み出された新生

幼虫は血流やリンパ流に乗り全身へ播種されて，

筋細胞に侵入するとそこで幼虫として被嚢する

(Fig. 3). 言い直せば，宿主細胞の筋細胞を寄生

に都合のよいナースセルとして再分化させ，宿主

の免疫攻撃を避ける防壁へと仕立てる．主要な種

としては，世界中の家畜での寄生が問題となる

Trichinella spiralis, 広く世界の野生烏獣などで

の寄生が確認されているTrichinellapseudospiralis 

（被嚢化傾向が弱い），北海道を含めた北極圏の動

物，典型的にはシロクマやセイウチなどに寄生が

みられるTrichinellanativa, アフリカ大陸に分布

するTrichinellanelsoni, 欧州から西アジアの温帯

地帯の野生動物に寄生するTrichinellabritouiなど

が知られている68)_それぞれの分布地での伝播が

効率よく行われるように適応が起こっており，例

えば北極囲に分布するT.nativaは冷凍肉の中でも

死滅せずに感染性を維持できる．

1974年，国内で初となる旋毛虫症の集団発症

が青森県岩崎村であったことが報告された．狩

猟したツキノワグマ肉を加熱不十分なまま喫食

した20名のうち15名が悪心，発熱腹痛，眼瞼浮

腫や皮疹といった症状を呈したり その後， 1980

年の札幌定山渓における旅館での集団発症（クマ

肉喫食者94名中12名が発症）， 1982年の三重県に

おける飲食店での集団発症（クマ肉喫食者6名中

4 名が発症），また， 1985~86年には石川県，烏

取県，山形県で各 1名の疑似症例の発生が続い

た58,63)_ 本州での確実な旋毛虫分布の南限は現在

のところ山形県のタヌキでの確認であり 45), 北海

道では， 1957年に札幌市内の野犬での確認，小樽

近郊の手稲山のキツネでの高頻度の感染(13.8%

[44/319]), エゾタヌキ(7.8%[6/77])やヒグマ(3.2%

[ 4/126]での感染が報告されている 16,66)_世界的に

みれば家畜，特にブタの旋毛虫寄生とその獣肉を

調理不十分なまま喫食することによる旋毛虫症

の発生が大きな問題となってきたが，近年は家畜

肉を原因食とする感染は激減し，欧州ではイノシ

シ肉，東南アジアではイヌ肉や野生鳥獣肉が原因

食となっている．

3. 吸虫症

吸虫と条虫は扁形動物に分類され，基本的に背 腹方向に扁平である．吸虫はしばしば木の葉や竹
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の葉などに例えられ，多くの種では口吸盤と腹吸

盤を備える雌雄同体（雄性生殖器と雌性生殖器が

同一虫体内に備わる例外は住血吸虫類．）であ

る．吸虫は巻貝が第1中間宿主，甲殻類やその他

の動物が第2中間宿主，時に待機宿主が生活環の

維持に関わっており，烏獣肉喫食に伴うヒトでの

発症は，成虫の寄生に伴う終宿主としての病態に

なる

3 - 1 . 肺吸虫症

肺吸虫はコーヒー豆のような形態をもつ肉厚

な虫体をもち，終宿主の肺に虫器を作ってその

中で受精，産卵する30)_ 虫器は気管支に痩管で繋

がり，産出された虫卵は呼吸器系を上行して喀

痰として，あるいは唸下されて便として外界に

出ることになる国内に分布し人獣共通感染症

の原因となる肺吸虫は，ウェステルマン肺吸虫

(Paragonimus westermani)の単為生殖系 (3倍体）

と有性生殖系 (2倍体），宮崎肺吸虫(Paragonimus

miyazakii)で，ウェステルマン肺吸虫 3倍体を例

に取れば，第 1中間宿主はカワニナ，第2中間宿

主はモクズガニであり，イノシシやシカが待機宿

主となる18.31. 34. 40. 54. 55)_終宿主はヒト，イヌ，ネコ

である．ヒトでの患者発生がないとその分布が

忘れられがちであるが，野生化したイヌやネコ

が保虫宿主となるので寄生虫症の浸淫地として

は維持される四 ヒトでの感染はモクズガニ調理

に際してのまな板や包丁のメタセルカ リア（被嚢

幼虫）汚染，あるいはイノシシ肉の不完全調理肉

（筋肉組織内に幼虫が潜む）の喫食による30,68)_サ

ワガニに被嚢するメタセルカリアはウェステル

マン肺吸虫2倍体や宮崎肺吸虫の感染源となり，

前述したようなまな板や包丁などの調理器具の

汚染がヒトヘの感染機会をつくる．ウェステルマ

ン肺吸虫 3倍体のヒトでの感染は虫嚢形成に伴

う血痰を伴う発咳，同 2倍体や宮崎肺吸虫症では

血胸や胸水貯留などが症状として現れやすい傾

向がある68)_

3 -2. 肝蛭症

肝蛭類としては有性生殖を行う Fasciola

hepaticaとFasciolagiganticaが世界的には広く分

布するが，東アジア一帯には単為生殖型で精子形

成が見られないAspermicFasciola sp. (遺伝子型

としてはF.hepaticaとF.giganticaのハイブリ ッド

が起源）が分布している IO)_ 日本や韓国には専ら

Aspermic Fasciola sp. が分布し，本州以南ではヒ

メモノアラガイが，北海道ではコシダカモノアラ

ガイが中間宿主となり，そこで幼生生殖して産出

Fig.4 日本産肝蛭(aspermicFascia/a sp.)が寄生するシカ肝臓．
(A)割面を入れると，肥厚拡大した胆管の中にたくさ
んの成虫が寄生していた (B)取り出した多数の肝蛭と，
同じ胆管に混合感染していた 5隻の槍形吸虫（矢印）
を示す

されるセルカ リアは貝から湧出して水草などに

付着して被嚢する．このステージをメタセルカリ

アと呼んでいる．メタセルカリアが付着する水草

や稲ワラを食べたヒトや偶蹄類（ウシ，シカ，ヤ

ギ，イノシシ等）では，空腸で脱嚢し幼虫は腸管

粘膜を貫通して腹腔に出て，肝臓被膜から肝臓実

質に入って発育し，最終的には総胆管内に移行し

て成虫となるヒ トでの病害は，肝臓被膜を貫通

して肝臓実質に入る際の出血を伴う被膜炎，肝臓

実質内の移動に伴う物理的組織破壊などがあげ

られる匂 固有宿主である偶蹄類では，成虫寄生

による胆管上皮の剥離，小胆管増生を伴う胆管壁

の強度の炎症，石灰沈着などがある(Fig.4). シカ

やウシ，イノシシの肝臓を生レバーとして喫食す

るような場合寄生がまだ初期であると肝臓実質

内に入った肝蛭の若虫の存在に気づくことは難

しい．慢性になって，肝内胆管の肥厚や石灰化な

ど肉眼的にも顕著な病変が現れて注意されるこ

とになるが，病変部分だけでなく，肝臓全体とし

て危険性が潜んでいる．生レバーの喫食はしない

ことが基本である
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3 -3. 槍形吸虫症

槍形吸虫にはDicrocoeliumdendriticumと

Dicrocoelium chinensisが区別されるが，両者の違

いは 2つの精巣が竹の葉状の虫体の中で縦に並

んで配置されるか，横に並んで配置されるかにあ

り，少なくとも実体顕微鏡下で観察しないと両種

の違いは気づかない．両種は国内各地のシカやカ

モシカの胆管に寄生しているが， 肝蛭症のような

胆管病変は見られない39)_ このことで， 実際の感

染を見落としがちであるが， 肝臓に割面を入れ，

バケツに溜めた水の中で肝臓を圧すると，胆管か

ら多数の虫体が押し出されて来て驚くこともあ

る(Fig.5). 第 1中間宿主は陸棲貝のヤマホタル

ガイ，第2中間宿主はクロヤマアリなどのアリ類

である感染したアリ類は草の先に登り，草と共

に経口的に摂食されることで反靱動物に感染す

るが，国内で報告のある11例の人体例がどのよう

なかたちで槍形吸虫に感染する機会があったの

かは判然としない68)_なお，経口的に体内に入っ

たメタセルカリアは空腸までのところで脱嚢し，

胆管口か ら最終寄生部位の胆管に入り成育する

点は肝蛭とは対比的である鳥獣肉喫食自体が槍

形吸虫症感染を引き起こす要因となるとは単純

Fig.5 槍形吸虫単独感染のシカ肝臓．槍形吸虫単独感染では ，
胆管の肥原などの所見はなく，一見したところ健常な
肝臓と見える ．肝臓に割面を入れ ，水の中で洗うと ，時
に多数の槍形吸虫の寄生が見つかる．

化できないが，シカの胆管に入ったばかりの幼若

虫は再度胃液をくぐりヒトの胆管に入るかもし

れない．一見すると健常に見える肝臓の不適切な

取り扱いによっては，すなわち食肉部との直接的

あるいは間接的な接触があると，喫食の際に前述

のような感染可能性を秘め，あるいは異物として

指摘されることになる

4. 条虫症：マンソン孤虫症

吸虫と共に扁形動物を構成する条虫は，頭節と

ストロビラ（片節と呼ぶ雌雄生殖器を備えた構成

単位が連接する）から構成され，頭節に備わる宿

主組織への吸着器官は吸盤（円葉類）あるいは吸

溝（擬葉類）である．生殖孔の開口が側方か（円

葉類）腹側か（擬葉類），子宮が袋状で産卵口をも

たないか（円葉類），管状で産卵口に続くか（擬葉

類）など， 両者を分ける基準はいくつかある北

海道で人獣共通寄生虫症を引き起こすエキノコッ

クスやイヌの瓜実条虫，ネコの猫条虫は円葉類で

あり， 田園風景の広がる自然豊かな環境で屋外飼

育されるイヌやネコでしばしば感染しているマン

ソン裂頭条虫は擬葉類である ここで取り上げる

マンソン孤虫症 (Spirometraerinaceieuropaei)は，

マンソン裂頭条虫の幼虫期（プレロセルコイ ド）

寄生であり， ヒトなどの非固有宿主（肉食動物が

終宿主とな り固有宿主と呼ばれる）では，皮下の

移動性腫瘤として， あるいはその他の臓器に局在

して問題化する叫図神経系への迷入も起こる点

が問題を深刻化させる68)_

マンソン裂頭条虫はイヌやネコといった家畜，

タヌキやキツネなど野生肉食動物の小腸で成虫と

なり，便と共に外界に排出された虫卵は水中で細

胞分裂してコラシジウムを形成し，孵化すると第

ー中間宿主（ケンミジンコ）に捕食されてその体

内でプロセルコイドヘと発育するヒトを含めた

さまざまな動物（両生類爬虫類鳥類哺乳類）

がプロセルコイドに汚染された水を飲むことで感

染して第二中間宿主となり，その体内，特に皮下

や筋肉でプレロセルコイドとして発育して体内移

行を続けるプレロセルコイドをもつカエルを捕

食したヘビの体内でもプレロセルコイドは生き延

び待機宿主となり，終宿主に捕食されて伝播され

る機会を待つこともよく知られる第二中間宿主

あるいは待機宿主となる動物はさまざまで，野生

鳥獣も捕食行動により感染しており，その食肉利

用がヒトでの感染を引き起こす機会となり得る

すなわち，ヒトでのマンソン孤虫症（プレロセル

コイド寄生）は 第二中間宿主としての感染でも

あり得るし （プロセルコイドをもつケンミジンコ

を含んだ水が感染源），待機宿主としての感染か

もしれない（プレロセルコイドをもつ動物肉の喫

食）．プレロセルコイ ドは長い紐状になって組織

に紛れていたり，米粒状に丸まっていたりして，
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その感染は見落とされかねない．鳥獣肉の冷凍も

プレロセルコイドの失活に有効であるが，しっか

りと加熱することを心懸けたい．

5. 節足動物寄生： 済癬（カイセン）

肝癬は、皮膚でのセンコウヒゼンダニ(Sarcoptes

scabiei)寄生により引き起こされ、皮膚組織での

虫道形成に伴う発赤や掻痒、重症化による角化几

進などが発症の特徴となる。ヒトでの感染ととも

に、さまざまな動物での感染、特に現在、世界中

の野生動物での所癬の拡がりが問題化している6,7 

61)。国内でも同様で、過去には局所的であった野

生動物（キツネ、タヌキ、イノシシ、シカ、カモ

シカなど）での発症個体の目撃が、国内各地にお

いて地域全体のさまざまな動物を巻き込んだ流行

として見られるようになっている22,29, 50)。センコ

ウヒゼンダニは宿主特異性が高く、動物種ごとに

寄生する株に違いがあるとされてきたが、近年の

野生動物での流行は動物種を超えた寄生が可能な

株によって引き起こされている可能性を示唆して

いる。和歌山県のタヌキでの疹癬に注目した研究

では、少なくとも 2系統のセンコウヒゼンダニが

地区単位で流行的伝播をしつつ、獲得免疫が発達

していない処女地に感染を拡げることで、県南部

全域として野生動物での釈癬流行の大きなピーク

をつく っていた22)。野生動物での所癬は、免疫機

能が低下した人体での全身性の重度の掛癬（ノル

ウェー所癬）に似て、体表は脱毛して、皮膚の肥

厚と角化几進が激しく皮隋表面は蛎殻のようであ

Fig.6 センコウヒゼンダニ寄生による疹癬が見られるタヌ
キ． 重度の寄癬で脱毛し皮内の肥厚と角化冗進が激し
い．山口県美祢市の民家近くで撮影された

る(Fig.6)。この鱗屑には多数の虫体がパックさ

れており、接触機会をもつと新たな感染機会とな

る。動物からヒトヘの感染は一時的であり、持続

感染へとは発達しないが、皮府に虫道をつくり発

赤と掻痒の原因となる。鳥獣肉喫食に際しての問

題を引き起こすわけではないが、食肉処理場へ釈

癬を持ち込むことは作業員の健康に影響する懸念

がある。また、 一般生活の中でも、特癬をもつこ

とが明らかな野生動物との接触機会はもたないよ

うにするようにしたい。

おわりに

2016年12月3日に山口県獣医師会主催の公衆衛生講習会で「ジビエ（野生鳥獣の肉）料理を楽しむ前に

知っておくこと」と題した講演を行い，その内容を本稿に織り込んだ．私たち著者2人の北海道大学 （大林

正士教授，神谷正男教授）あるいは弘前大学の恩師たち（山口富雄教授，神谷晴夫教授）が深く関わりを

もってきた旋毛虫症は「万が一の」と断り書きの上で敢えて講演でも触れたが（限りなく発生可能性は低

いが，リスクとしては認知され注意されるべきところと考えた），同月の中旬になり， 11月下旬から12月

上旬にかけて水戸市内の飲食店で不完全調理のクマ肉を食べた15名が旋毛虫症を発症とのニュースが巷

間の話題となっていたこの35年ぶりの国内感染事例は，野生鳥獣肉喫食に伴う寄生虫症の集団発症の機

微を垣間見せてくれる自然の中で生活する野生鳥獣の寄生虫をはじめとした感染症の動向は把握が難

しく，また，多くの場合，食肉は適切に調理されて，例え寄生虫の存在があっても何事も気づかれないま

まに美味しい食肉の 1つとして記憶されるに過ぎない．通常ではあり得ない小さな行き違いが重なると，

重大な人獣共通感染症事例が何処ででも現実となる可能性がないわけではない．本稿でも繰り返し強調

したが，野生鳥獣肉喫食に際しての加熱調理が重要な理由は「万が一」があり得るからである．流通と消

費の拡大があれば，全体としては何らかの問題事例発生の可能性は高くなる野生鳥獣肉消費者の感染リ

スクの回避は「野生烏獣肉の衛生管理に関する指針」や野生烏獣肉処理マニュアルですべてが尽くされて

いるわけではなく，消費者自身の自覚と確実な加熱調理があればこそ達成できるものであるこのことを

今一度強調しておきたい．
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